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                 応募者代表  

団体名 富山学区安全・安心ネットワーク協議会              
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令和３年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ：「「ごみ」を減らし、「資源」で生かす」 

取組の名称 とみやま SDGｓ作戦 

 

 

取組の概要 

 
インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的及び取組

概要、アピールポイントを

300 字（句読点含む）以内

で記載してください。 

１．目的 

「ごみ削減」＆「処理の適正化」 

当協議会が中核となり、まちづくりの柱として推進する。 

２・取組みの経緯・概要 

①令和 2年度総会で、活動計画に「SDGｓへの取り組み」を採択。 

②①を受けて、SDGｓ作戦を開始した。 

先行事例の「倉安川清掃」、「百間川河川敷清掃」を全面的にバックア

ップ(協賛)。 

③とみやま未来塾（富山公民館と共催：テーマ「地球温暖化と地元学」(全 6回)）

を開催。学区主要団体のメンバー多数が受講。 

 ④「第 2次まちづくり計画」策定にあたり、アンケートを実施。 

 ⑤「富山学区 SDGｓニュース第 1号」発行。 

⑥「富山学区第 2 次（2021～2023 年度）まちづくり計画」を作成。本計

画に「とみやま SDGｓ作戦」を掲載した。 

成果・効果 

 
取組を通じて得られた成果

や、解決した社会課題の状

況、また関連した地域への

効果や変化などを書いてく

ださい。 

１,取り組み①～② 

令和 2年度総会において、活動計画に「SDGｓへの取り組み」が採択

された。 

→ 学区住民への呼びかけや加盟団体への協力要請がやりやすくな

った 
   （例）百間川河川敷、倉安川の清掃  

→広く参加・協力を呼びかけた結果、参加者が大幅に増えた。 

 

２．取り組み③④ 

「とみやま未来塾」の開催、「アンケート」実施  

→地区住民の意識を啓発するとともに「SDGｓ作戦」実施につき住民

のコンセンサスを得た。（賛成９８，３％） 

 

３．取り組み⑤⑥ 

「富山学区 SDGS ニュース第 1号」・「第 2次まちづくり計画書」 
（全戸配布） 

→「まちづくり」には、SDGｓが欠かせないこと、SDGｓは決して難し

いものではなく、身近に住民としてできることがたくさんあること

を強調した。 (広報効果) 

 



 

●次の書類等を添付してください。 

①〔様式１〕協働による社会課題解決の取組の内容  添付 

②〔様式２〕取組実施団体概要書          添付 

③写真等取組イメージ画像の電子データ（１枚）   添付 ・・・百間川、倉安川清掃作業 

                              （富山学区連合町内会 HP 抜粋） 

    

④取組内容や成果、協働の役割などをわかりやすくまとめたシート（デジタルデータ）１枚 

                         添付・・・富山学区 SDGｓニュース第 1号 

⑤その他取組の説明資料：Ａ４で２ページ以内の資料 

      添付・・・第 2次富山学区まちづくり(福祉活動)計画策定・アンケート集計・ご報告 



  

 

〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 とみやま SDGｓ作戦 

 

テーマとの関連 

 

 

◎取組とテーマが合致している点を書いてください。 

1・ゴミを減らす 

 ①資源化物・ごみの分別を徹底 → 資源化物は，ごみにださない。 

②食品ロス削減 
・一般家庭 → 買いだめ自粛・冷蔵庫内の管理励行を呼びかける。 

・スーパー等との提携 → 住民に対し、期限切れ間近の徳用品コーナーの活用を推奨 

③生ごみ削減 →たい肥化 → 肥料として利用を推進 

④レジ袋辞退 → プラスチックごみ削減 

⑤ポイ捨て・不法投棄 → 厳禁 

⑥倉安川、百間川河川敷の清掃 

⑦「ピックアップウオーク富山」(仮称)（散歩しながら、ゴミ拾い)を立ち上げる。 

 

２・資源で活かす 

①資源化物・ごみの分別を徹底 → 資源化物をリサイクル 

 ★特に、プラスチックごみの分別を徹底する。  

②生ごみを生かす → たい肥に加工 → 肥料として利用を推進 

 

３・上記を継続するためには、不断の広報・啓発が必要 

①SDGｓ Café を開催・ 

②とみやま未来塾との連携  

→「まちづくり講座」を開催。「とみやま SDGｓ作戦」につき、議論する。 

 ③「富山学区 SDGｓニュース」を発行 
 

 

 

取組の目的・目標 

◎取組の目的・目標を社会課題の具体的な状況をふまえて書いてください。 

住民の身近な行動で下記 SDGｓの目標達成に貢献する 

１．食品ロス削減  

→目的：N0１３「温暖化防止」に貢献、N0１，２「貧困・飢餓対策」に貢献 

   日本における食品ロスは、年間 600 万トンにも上り、大半が焼却処分されて

いる。一方、地球上には、飢餓や貧困に苦しむ人々もいる。買いだめ自粛や

スーパー等の徳用品コーナーの活用などにより、食品ロスを削減できれば、

その分 CO2 の排出を抑制できるし、飢餓対策用の食糧支援を増やすこともで

きる。 

 

２．生ごみ削減 →目的：N0１３「温暖化防止」に貢献 

  生ごみの大半は焼却処分されるが、水分を多く含むため CO２の排出増をもたら

す。生ごみをたい肥に加工すれば、焼却量も減少し、CO２削減に貢献できる。  

生ごみたい肥の利用促進にも取り組む。 

 

３．ごみの分別を徹底し一般ごみを削減 → 目的：NO１３「温暖化防止」に貢献、 

  資源化物（ごみではない）を徹底的に分別、リサイクルに回せば、ごみの総量

を減らせる。焼却分が減って CO２を削減することができる。 

現状、プラスチック類に関しては分別が不徹底で、かなりの部分が一般ごみと

して焼却処理されている。分別のルールや回収システムの見直しが必要である。 

 

４．環境美化 → 目標:NO１４「海の豊かさ」に貢献 

  現在流通しているプラスチックの容器・包装の量は膨大で、道路わきや小川、

河川敷、土手などにポイ捨てされる量も増えている。 



これらは環境美化の見地からも問題であるが、そのまま放置されれば、やがて

海に流入。マイクロプラスチックとなって、海洋生物ひいては人間にも害をもた

らす。地域としては、当面ポイ捨てごみの収拾に取り組まざるを得ないが、市民(当

地区の住民とは限らないが・・)のモラル啓発が必要である。 

 

５．住民意識の向上・啓発 

  １～４実現のためには、不断の住民に対する広報・啓発がかかせない。 
 

 

取 組 の 内 容 

 
 

◎取組の内容について具体的に書いてください。 

１・取り組みの推進母体 

富山学区安全・安心ネットワーク協議会（加盟４７団体・学区最大）が、まちづくり

の柱として推進する。 

隔月開催の「小地域ケア会議」(当協議会の企画部門。主要団体役員や行政窓口担当の計

25 名で構成）において、具体策を議論、逐次実行に移す。本作戦の進捗状況を適

宜検証して、住民に報告する。  

 

２・取組の対象：地域、人数など 

        富山学区  対象人数 １３，５６１人（６，２４８世帯、3月末） 

   

３・取組みの内容や実施方法（経緯） 

①令和 2年度の活動計画として「SDGｓへの取り組み」を採択した。 

②①を受けて、SDGｓ作戦を開始。  

まず、先行の下記取り組みを全面的にバックアップ(協賛)した。 

・倉安川清掃（12/3、参加 32名） ・百間川河川敷清掃（3/7、参加 103 名） 

★富山学区環境衛生協議会、富山公民館、富山の自然を楽しむ会、とみやまエコクラブと連

携、当協議会の加盟団体に協力を要請するとともに住民に広く参加を呼び掛けた。 

 ③「富山学区第 2 次（2021～2023 年度）まちづくり計画」策定のため、アンケー

トを実施。本作戦実施について、住民の意向を確認した。 

★ 11月 配布 5,122部 、12月 回収 2、086部 、回収率 40，7％  賛成 → 98,3 ％ 

 ④4月「富山学区 SDGS ニュース第 1号」を発行した。 

⑤③を受けて、「第 2次（2021～2023 年度）まちづくり計画」に本作戦を掲載した。 

 

４．工夫した点や取組の特徴 

  ①加盟団体の結束を重視 

  → 総会において、「SDGｓへの取り組み」を決議した。 

②住民の意向を確認 

→ アンケートを実施。圧倒的賛成を得て、「まちづくり計画」に「とみやまSDGｓ作

戦」を掲載。 

  ②広報を重視  

本取り組みには、一人でも多くの住民参加が不可欠である。 

    ・「富山学区SDGｓニュース」を発行、全戸に配布した。     

・「第2次富山学区まちづくり計画」を全戸に配布した。 

 
◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

 

富山学区連合町内会HPを参照願います。 

 

 



取組の実施期間 

 

今後の活動展開

など 

 

始期：令和 ２ 年 ５月～ 

☑ 継続予定 

□ 令和  年  月終了 

□ 令和  年  月頃終了予定 

該当するものに☑し必要事項を記入してください。 

◎今後の成果の普及や活動展開などについて書いてください。 

今後の展開 

今後、「小地域ケア会議」において具体策を議論、逐次、実行に移す。 

キーワードは「身近なこと」「誰でもできる」「気軽に参加」「継続」である。 

現在、下記のような案が検討されている。 

 

①「ピックアップウオーク富山」（散歩中にゴミ拾いをする）の立ち上げ(９月予定) 

②食品ロス削減につき、主要スーパーと連携。 

→当協議会が賞味期限切れ間近の「お徳用商品」活用を推奨する。 

③生ごみのたい肥化 → 生ごみたい肥の利用を促進する。 

④資源化物の分別を徹底、リサイクル化を推進する。 

 → 分別種類・ルールを明確化する。★現状：受け入れ先により分別が異なる。 

→ リサイクル広場 orリサイクルボックス(スーパー等)と提携する。 

    ★持ち込み困難者 →「富山助け合い隊」が、サポート 

⑤住民啓発・広報を重視 

  → SDGｓ Caféを開催する。 

→ 「 富山学区SDGｓニュース」を発行(年 2回)する， 

→ 「富山学区第2次まちづくり計画」の進捗状況を検証し、適宜、住民に報告する。 

→ とみやま未来塾と連携、「まちづくり講座」を開催予定。「とみやまSDGｓ作戦」をテ

ーマに議論する。 

 

 

協働による 

効 果 

◎協働したことにより達成できたことや得られた効果を書いてください。 

①富山学区連合町内会・・・「第 2次まちづくり計画書」印刷費の助成あり。 

２富山学区自治振興会・・・「倉安川」「百間川河川敷」清掃用お茶代の助成あり。 

③とみやま環境衛生協議会・・・倉安川・百間川清掃用に、金ばさみ、胴長・ゴム長

靴等の現物提供あり。 

④富山の自然を楽しむ会、富山公民館、とみやまエコクラブ、富山環境衛生協議会 

・・・イ・「倉安川清掃」、「百間川河川敷清掃」を協賛実施した。 

★学区諸団体や住民に参加を呼び掛けた。参加者数は、いずれも過去最高であった。 

ロ・「SDGｓニュース第 1号」を合同にて企画・編集。 

 

協働団体と 

その役割 

 

※協働団体が他分

野にわたっている

ことや、各団体の関

団 体 名 富山学区連合町内会 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、費用助成 

団 体 名 学区内・２１単位町内会 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 



わりの深さも評価

の対象となります。 

※足らない場合は

欄を追加してくだ

さい。 

 

団 体 名 岡山中央交通安全協会 富山支部 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 富山学区民生委員児童委員協議会 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 富山学区婦人会 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 富山学区愛育委員会 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 富山学区体育協会 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 富山学区交通安全母の会 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 富山学区老人クラブ連合会 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 富山おやこクラブなかよし会 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 とみやまぞうさんクラブ 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 富山コミュニテイー協議会 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 とみやまスポーツ少年団 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 岡山市消防団富山分団 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 富山学区自治振興会 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 富山学区農業水利土木員 



団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 中地区保護司会 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 富山公民館 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 ☑行政 □その他（  ） 

役 割 企画、活動推進、広報 

団 体 名 富山学区放課後児童クラブ 「なかよし会」 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 ☑行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 富山地区青少年育成協議会 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 ☑行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 富山中学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 ☑行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 同上 PTA 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 富山小学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 同上 PTA 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 富山幼稚園 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 同上 PTA 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 ☑行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

団 体 名 とみやまこども園 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 ☑行政 □その他（  ） 

役 割 活動推進、広報 

 


